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〈研究紹介〉

原始地球及び地球圏外環境下での有機物の生成

横浜国立大学工学部小林憲正

1. はじめに

生命はどのようにしてこの地球上に生まれたの

か?・十宙には地球以外に生命を育む惑出があるの

だろうか。これらは人組に残された最大の謎のひ

とつであろ-) 0 'I-=.命的起源に関しては I 化学以

応により.物質は単純なものから複雑なものへと

組織化されてゆき，ついには 'I 命の誕生を見た」

とする観点から研究が進められている。太陽系お

よび地球が誕生したのが今から約46f五年前とされ

ているが， 35{J):年前の宕石中にはすて'に生物の痕

跡が見いだされている。つまり，地球」で町並命

的誕'I二はその!HI，おそらく 40f占年前町lではないか

と与えられている。つまり.地球の!!tieにおいて

批判Jの数f~年が化学進化の時代といヲことになる。

「化"I;jJ!i化」のjJ史跡、を宇'山や地球」にボめ.同

II年に化学進化の泊料を実験再ZですIpJL しよヮとする

ぷみが多々主されてきた。われわれは IJ;(tzfi1也J;R お

よび地球凶外 f~ 偵を 22 返した y ミュレーション尖

験を行っているので.ここに紹介させていただく.

2. 模録原始地球環境下での生体物質の合成

生命的誕 'I'. に先立つ物質進化を考える卜てヘ 'I'

命的 JL 維とむるアミノ般などの生体イ l機物がいか

に生成したかをよ問べるために司これまでに IJ;~ 始地

球I'l l克を脱した純々の実験がなされてきた。近年.

/(.(始地球大気は 回全化炭 AE- 土問主化炭素. ~~京・

水なと'の泌合物て'あると 4 えられているが.この

よう主出介大気か句のアミノ椴などの生体分 f の

生成機悩がイ、明であった。われわれは.このよう

な悦縦 J~~i 地球大気に防(liJitなどの. j":'di紛l成分を
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1m射する尖験を行い，その生成物の分析を行って

いる。

一般化炭素・塗;tなどを含む校J疑惑lI! 大気を液

体的水とともにガラス製容椋(図 l 参照)に入れ，

東工大のVan deGraalf 加速おからの隙 f線(2.8

-4.0MeV). 東大核研の SF サイクロトロンから

の陽子線 (40MeV) ・ α純一子線 (65MeV) ， あるいは

点大核研の 11£子 y ンクロトロンの l白(;)ji llll i車部分か

らの7tt -f 線(J 5MeV) を聞射した。反応終了後，反

応チュープ中の気体はガスクロ 7 トグラ 7 で分析

を行った。また.生成物(水溶液)中のアミノ般

は暇加水分解した後，アミノ般分析計およびガス

クロマトグラフで定量した。核酸Ili;}走 ui は液体ク

ロマトグラフおよび液体イオン化質量分析 a-I で分

析した。

一般化炭素 笠;fi・水蒸気の混合気体に陽子線

を照射した場合唱日{{射 t立に応じてー固ま化炭素が減

少し，二般化炭索・水素が生成した。水協液中に

は yアンイオン司 グリンンをはじめとする極々の

アミノ峻，イミダゾール・ウラン jレなどの俊索 I;~

I孟悲世 Ii が生成した(1，2)。アミノ殿の収率( GjilO

は出発材料の組成を一定にした場合、個々の粒子

のエネルギーや.粒イが気休中で制動されるか透

過するかに関わ句ず一定であった。またー出発材

料中の一般化 j民家ー可空索のモノレ分率が一定の f晶子 h

粒 f 料iの極獄を変化させても.グリンンの G値は

ほぼ一定であった(2)。このことは防 f 線・ α 位

f 線・ 1正 f 斜l といった宇宙線諸成分がアミ/固まの

Iｷ'
図 1 模擬原始他球大気への陽子線照射実験。東

京工業大学パンデグラーフ加速器を使用。

生成にイヲー用であること，惑星大気深古~での二次宇

出線もアミノ般生成に役立つことを示唆する。一

酸化炭素または;'{紫のモ Jレ分半を下げた場合.グ

I)://'の Gj 直は減少し 酸化炭素;室業= 1

1 の場合が段も大きい値 U'"O.02) を示した。水

!Ii:気のモル分率や反応1品!庄はグリシンの G jl直に直

接彩停を与えなかった。

以上の結採は!血宮古地球大気が以前考えられてい

たような.メタン・アンモニアなどを主とする甑

めて還 Ie的なものではなくても.その中に一般化

炭素・3"'V医などが存在すれば字Hi線の効呆により

アミノ般なと'の生体関連分子が'10成しうることを

ボ唆するものである。

3. 地球圏外環境下での生体分子の無生物的合成

地球以外にも傾々の有機物が存証することは，

以前から知られている。例えば.電波望遠鏡によ

る星間分 fの観測により，ニトリル誼Iや71レデヒ

ドめような有機物が検出されているが，これらは

アミノ般などの前似体として重要な化合物である。

人~iが干に取って分析できる代表的な地球圏外

物質は限石である@中でも炭%質コンドライトと

呼ばれる炭素合誌の多い陥6中には，アミノ椴

t五時溢基など純々の有機物が存点することがわか

った。さらに.宇宙探有機によるハレ一昔照的探

在により当昼中に有機物を主とするダストの存イl ー

が線認された。

地球悶外に純々の有機物が存イ1 していることが

不唆されたが.これらの有機物はどのようにして

生成したのだろうか。また， BJ.l HJ分子や皆星'I'に

はアミ/同まなどの生命の誕生に不可欠な分子はま

だ検出されていないが.尖l努に存在しうるのだろ

うか。これらの削いに答えるためには本内校擬実

験が不可欠である.

われわれは先に述べた悦挺原始地球大気(一般

化炭業・室素・水)のほか，際{疑木県明大気(メ

タンアンモニア)，校縦タイタン明大気(メタン

ー説家)，校擬咋 JI~. J~~大気(一般化炭Zt- アンモニ

ア・水)を用いた陽子線附射実験も行っている。

いずれの系を用いた場合も生成物の加水分解物中
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らず.メタン，一般化炭素などの!原料と宇宙線エ

ネルギーが得られるならば.敏々の惑星大気中で

アミ/固まなどの有機物が生成するニと.すなわち.

アミノ椴などの生成は寸:前if!:化における必然的過

科4であることが示されつつある。当:~，抜や星間i践

の模擬実験で与の生体令機物'I' ，まや望月物質や小惑

星のサンプルリターンによる実試料中の生体有機

物の存在が確認されれば，この似説はさらに強め

られるであろう。また，最終的な確認のため.宇

宙ステーンヨン上などでの字面環境(両兵空 無

重力 低品・ 7・ 'dik*および柴外線への暴露)をキIJ

崩した昼間l~' 基I己核模擬実験を J十iilJl中である。

なお.ここに紹介した研究は斉藤威(東大7・ Hi

線研)，小池作平・大品必郎(東五大生命坪ー工)と

当研究室との共同によるものである。

(こばやし・けんせい)
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図2 琴星核・星間塵のシミュレーションのため

の予備実験。クライオスタツト中で混合気体を凍

結した後，加速器からの陽子線を照射する。

4. おわりに

これまでの一連の実験によリ.原始地球のみな
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に極々 のアミ/殿が高収率で見いだされた。この

ことは，原始地球のみならず.メタン，一般化炭

業などの原料と宇宙線エネノレギ が得られるなら

ば，般々 の惑並大気中でアミノ般などのイ 1機物が

生成することが，示唆された。特に，皆星大気を ft

した一般化炭素・アンモニ 7 ・水型大気からは条

件を選べ I;fG仙にして 0.3 という極めて出収率での

グリシンの生成が雑誌された( 3)。

皆原骸や昼間)1J!をモデノレにした尖験としては.

これまで.一般化炭素・アンモニア・水なと'の混

合気体をクライオスタット中てー凍結させ，これに

紫外線， もしくは陽子線を!!~.射し，生成物を亦外

分光法で観測する尖験が行われ.ニトリルなどの

有機物の生成が隙認されたが，アミノ般などの微

量成分の同定はこれまでなされていない。

われわれは，容量の絞や1frIMl些環境下での有機

物生成を確認するため，混合気体を低温・尚ii空

F て叫it.ii L ，これに粒 F線を照射する実験を3十幽

l , IlH始したとニろである。図 2 は毛ll.;(E，使用中

の快品(fl'，邑尖験袋泣である。 1~ の白い袋世ががス

混合装訟で，これにより水蒸気を含む均一な組成

の泌合ガスを作リ，これを右 IHIJ のクライオスタ y

トt1'てー凍結させ.これに陽チ線を聞射している。

現作はまだ液体笠井;温度の 7 ライオスタ y トしか

ないため.メタノ アンモニア・水などからなる

氷の!照射しかできないが，近々さらに !l);i品のクラ

イオスタ y トを作成し，水 一酸化炭素・アンモ

ニ7 ・~;tなどからなる氷への IK!射を行うつ L り

である。

われわれの実験では生成物の質量分析によりア

ミノ般・舷門差出基. あるいはそれ句の前期五体の '·1

成を確認することに主眼をおいている。このよう

な尖験によりアミノ般そのもの，あるいはそのがl

駆体(アミノ椴アミド・アミノニトリルなど)の

生成が篠認できれば，今後の嘗唱の有機物探'1fや

£.Hll分子の観測に対する示唆が行えるのではない

かと J~ll寺している。



月・惑星シンポジウム

日時平成 4 年川 J 31I(JJ)-5 日付 4

場所 'j" i1iH牢研究所 2 階会議場

[l，l J合せ光 ';-:'Iii 科学研究所研'先協 1) ，;*-， 1、 [II]利川係

0427 (日 I) 3911 内 2234 '2235

車車 ).0.< >0<…車班 M車

*シンポジウム・研究会発令竿月日 氏名 異働事項 現[旧)破穆

{採用}

4.7.I 1生康哲也 千刷機直研究~，助?

{界佳)

4.6.1 山本述人 J!:.陥糸プラズマ研究 '"京 J::'J:厘乍偲 1111 1'

系助教校

4.7.I 向.，機弘 ンステム研究系教授 y ステム研究忍助教校

" 的 III ~袋五 付外凶 JJ沼教陪 'I 外協 JJ辺助教問

" tIllニド益1E J ステム研究系助教綬 y ステム僻究系叫 F

お知らせ

*教官人事異動

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( 8 月・ 9 月)

8 月 9 月

1 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30

M-3511-1 噛合わせ

(1 0/5 まて 'J

A5τRO ・D ド M 総合試験 吋ロケ r ト噛 fPbわせ

(10/2
S ド U

Co H 十 11 ，.1 "，験 ~'1E xn< 動'"肱 f\"H ト振動試験

MT-135-57
フライトオベレ-;，.' 3 ノ

(KSCI
5-520-17 eN ・ 5.1タム〆ク 1(' 付組

アノテナ介わせ ;\官コネクタ取 n· ，r，.， ティング

ロ
M-I'I えタノトオベ 5-520 ・ 16 アノテナ合わゼ

口
(に rCJ 品 2 ，人 Jに気味主眼
(7/~ より)

(SBC)

三ーさミ表紙写真 クリーンルムに搬入さ
，ー れた GEOTAIL o 後厄に見えるブ-

E1~ 竺日 えはや 7 リーンルーム l付て'更にl-.!;jJl
t 事情日
てと土 4ぷI l!tを上げるためのもの。

*米国での GEOTAIL フライトオベ

聞記オペは早くも l ヵ )1 を過ぎ. fキ抗に I~ ，、っ

てきた。 6 月 8 '9 '10の 3 日 jUJh われた許制動

作チェ y クも正常に終わり.川口訓にオペが就いて

いる。ただ，残念な ζ とにj'j卜げロケ y ト(IJE1_

TA-II) filii の問題で.打卜げが i 週間延び. 7)J

21 1:1になってしまった。

Il ELTA- lIを打|げる発射併は.隣接して A.

B2 つあリこれを交瓦に用いて可 GEOTAIL を含

めてや'I と l ヵ片間に 2 つのベースで衛星を打ち上

げる。しから.この nl"]にスペースシャトルを l ヵ

月間に l 機、アトラス七ントールを 2 ヵ JJ 聞に l

機打つ。.j"[Ii'I fでM ロケットを.年に l 機打つの

に 7 ウ 7 ウいっているわれわれにとって，全〈驚

~l~ であリ. NASA の帽の!享さに今さらのよヲに E

をまく。反而， 1 機がつまづくと.その後の打上

げスケジューノレ全てに ~II. 彩轡がでるわけで，今

|凶の GEOTAl しのj!tれも司副 lに.nち行 fられたロ

ケン卜の~到 L と，発射 I告のイ'忽外の Mi 修のためで

ある。

こちらの生活は.朝 8 :00から円本語. 8:15

から!;t Il告のミーティングの後，内':II':とにはいり、タ

Ji は 4 :30から英語. ":45から. 1:1牛;諮のタ会

でしめくくるというのが司際機自'Jなスタイル。 7

リンルームのあるビルディングAOは.動作チェ

y クの!明 IHJ は. 40数人の円本人が住みついて，は
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とんど H 本人村となった.

7 ロリダの日差しは強刊で.まだ 6 月の上旬だ

というのに司日中は . 35J良を越える。7f1 のCEO

TAILIT1-，げのころは，どうなる ζ とか。アメリカ

の生活にもようやく慣れてきた実験 lIE 員は，タ}j

帰宅後.まだカンカン !K\ I) の中でー仰ぎしたリ，

釣りをしたリ，スーパー 7ーケ y トで，夕食肉質

い山しをしたり.それぞれの生前を楽しむ余裕が

でてきたようである。ス パーで，厄を民うのに

salt の発布が通じず，海で泳ぐまねをすると二ろ

から始めて長いパント 7イムの末ょうやく干にい

れたとか、 ビーノレを買おうと思ったところ年齢 18

オ以卜を証明する I D の提示を求められた 40 代末

の方とか，エピソ ドには.事欠かないようでは

あるが。(中谷一日 1\)

*平成 4年度第一次大気E事実験

キ!止 4 年度第一次大気球実験は平成 4 年 5 月 28

日から 6 H 1 日まてー三|控大気球観iHiI所て・行われた。

実験の中心は B30-61 気球による 7 ライオサンプリ

ングであって.気球が水4浮遊高l主まで上針した

後20km付近まで徐々に制度を下げる操作を行い，

その問液体ヘリウムで冷却された採取タンクに高

度目IIの成層圏大気を保取し地上に回収するもので

ある。ニの実験は昭和60年以来毎年継続して実施

し大気中の7 ロンガスや炭般ガス漉度の経年変

化等に|刻する rt:illなデータが-it!積されてきている。

こうした尖験であるため，今lui もぜひ成功させ

ようと慎重に臨んだのであるが，残念ながら不首

尾に終わってしまった。この実験では，気球が両

肢を下げると進路を変えることを利用 l. 内降か

ら東向的風に乗って三除沿岸まで到達したところ

で観測総を lui収するのが通常的計画である。しか

し今回は，上!荷風の条件および気球の飛捌状態等

から海七まで出すのが困難となってしまった。そ

こで，例外的処置として平地峰山北京の安全な場

所に降下させた。観測総は III i貨のトラ y クも入れ

る林道的近くに降下しており，直ちに発見・回収

することができた。しかし不運なことに，サンプ

リング容器は谷川の岩に強〈当たってしまったた

め.新たに製作しなければならないほど般検して

5

しまい，係取した大気の一部も失われてしまった。

継続することが重要な実験であるから，来年から

実験が再開できるよう観測骨量の準備を急ぎたいと

考えている。

f也の気球実験としては. :;ライオサンプリング

気球を放球した後，観測内容を充実させる目的で.

続けて 2 機の小F11気球を上げ，オゾノ湿度の同時

観測を行った。こちらの万は完全に成功ししか

もたまたま、 t層の低気圧のためオゾンが低高度

に流れているという現象が発生しておリ.興味あ

るデータが取得できた。大気サンプリングが成功

していればと伐念でならなし、。また.名古屋大守

水圏科γF研究所が来年度インドネシノアでの実地を

予定している成層圏雲観測の予備実験として.ゴ

ム気球による成刻テストを 2 回行った。赤道付近

では司高度 15km付近の大気温度は中緯度より 10度

以上も低い。そうした厳しい原境下で，雲の氷品

約子をlTV カノラで拡大して伝送する観測器が正

常に働くよう，今回のフライトを通じてね1重なテ

ストがi韮められた。(矢):s信之)

*日 /ESA行政官会議

日欧で交互に開催される標記会議が 6 月 17 日

より 19 日の問アムステルダム郊外の ESTEC で開

かれた。日本側は井岡科学技術庁研究開発局長を

代表と l. 文部省からは竹ド学術凶際局研究機関

諜謀長補佐を箪政として字'巾研の田中，奥 iii. 松

尾の各教授が山!市した。昨年の E SAI羽僚会議に

おける H 本草枕(活刷ヲ)方針を'立けて，従来の

情報交換よりー砂踏み込んだ協力関係を探る雰囲

気の中で. 1I 0PE/HERMESワーキンググルー

プの設置. ESA 東京駐在只の問題等が議論され

た。宇宙科学の分野においては. ISO(Infrared

SpaceObservatory) への日本の参加について懸

案解決の干掛りを採るとともに，双方の将来計画

に関連して協力の可能性が税論された。

(松 f6'JL 毅)



*新装なったエントランス・ホール

宇宙科学研究所の本館を入って十ぐの所にある

ロビーが. 1具l係者の努力により見主Ii;によみがえっ

た。一段低いフロアには日本最初Jの人ム衛星「お

おすみJ の%快:~~!が間かれ，その脇の壁には故森

大告白1\先生をしのぶよすがとなる M-3S 日 明ロケ

y トのレリー7がIi占られている。ステップをHれ

ば. Jιのンョーケース内に原代のロケ y トと人工

l:~j主!の悦型。また寸山科ザ研究所の故事Iiの成巣が，

パネルとなって一目で見渡せるようになった。こ

れからは.新たなハイライトが出るたびに，ここ

のパネんを更新する予定になっている。このホー

ルの展示について御意見のある方は . J.ムt11~只会

までどうぞ。(的川泰江)

(風 t， *ハ y ブル宇宙望遠鏡、木星のオーロ

T竹-rr: ラオーバルを撮影
も 1/ まに事に
亡コ~ NASAの打ち上げたハッブノレ7・宙皇官

連鋭が，このほど木:!1~.のオ ロラオ パノレの抽i;~;

に成功している事が明かにされた。ハッブIVj':'d:;

望遠鋭は，出分解能のテレスコープで木星表 IHI で

約 1000kmの分解能を持つ。今年の 2 月に南極域の

量~iJIII をわったデータの rtl に，オーロラオーバノレ(輪

の意)が:与っていた。解析にあたった米1£1サウス

ウエストリサーチ研究所のウエイト時十によると，

輸の中に特に明るい部分(ブライトスポ> Iｷ)が

存在し. しかも動いていく様 fが伴られていた。

この爆発が起こる場所は必ずしも本 Hの夜側だけ

ではなく、むしろ昼側に多く凡られているようで

あ爪太陽風の変動と関係があるらし b 、 'J.';iJ 旬、さ

-6

高々度用薄型気球

写~8:は二年前に実 l判化に成功した高々度問気球

的放球風景である。 j亨さわずか 6 ミクロンの 7 イ

ノレム(;且出は 20 ミクロン)でできた ~I-: 'ffiに粍い気

球で，谷肢は 5∞OJ);)' メート Jレで〉ある。 3 - 5 キ

ログラムのペイロードを 40キロメートル以卜の目指

度に|げることができる。放球は手持ちで，当手q~

めように簡単に上げられる。春の実験では測風ゾ

ンデを搭載し高度43 0\ロメートノレの新記録を作っ

た。(本文矢!~'jfM之，写兵輔1;;~ :-fIr倉£比占)

れた。この税制II <JJ実は.木屈にも地球とかなり似

たメカニズムでオーロラが発 'I している事を示し

ている。又，太陽!瓜との相l刻についてはニれまで

オーロラから j皮たれる'疋i庄の観測から，東北大t干、

宇宙研などの研究グループが結論を得ていたが，

今 luJのハ y ブノレ宇宙望泣鋭による観測結果は . It(

按オーロラ像の変化を見た古で.~に rJi たな飛 ii ，

を木.L 1 のオーロラ， If 究にもたらすものである。

木 JT1 にはそのほかに liti 思イオが!民凶となったオ

ロラも存在する :>I i;:/) ヘ地球からの屯 i庇脱出 II で明

かにされており，今後このイオに起閃したオーロ

ラ像も科られるものと WI 待され町彼土 j なる巨大 zz

M 木県 が、多くのLキサイ子インクな話題を

学会に娠りまく年に主りそうである。

(小JJi(隆博)
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原始惑星系星雲の観測

鹿児島大学医療技術短期大学部北村良実

太防系起制!iiJ命によれば，我々の感M.系は It，\、始太

協の赤道 l({i付近にかつて存在したガスとチリから

成る!車、始太陽系~:~が母体となって形成されたと

巧一えられている。このンナリオは，現在の太陽系

のデ タに基づき，純々の物理過伎を考慮して構

築されている。従って司太陽と似た他の品の周|瑚

に惑星系を探ろうとするlJI.1111]的試みは極めて自然

であり.それは太陽系起源論を実証するにとどま

らず 'j 而における人宵lの存在 11· 義を知l ることに

もなる。

我々は似始PJ; J-I~ 系耳11とーガスの検出を U桁 L，針

辺 I.Uにある 45 11l~t!. i，止ヨi卓鋭と 10m 5;K7 下渉討を

用いて.地球から *';450光年雄れたおうし婚にある

太陽と lriml~の質最を持つ来いT-Taul-j'恒星の周

同を探脊してきた。実際司これらの阜の方向で観

測される亦外からミリ波にかけてのスペクトルは.

半径lOOAUf..'伎のチリ円絡の存花を強〈ぷ唆して

いる。 1992 年 4 月から 5H にかけてのーFi!j;~ I によ

る co 御料 lの観測で.我々は遂に， GG-TauJil のま

わりに原始，§)j'..Jf，Ji己主の外縁背 1\ と推定される半径

500AU の 1111 転しているガスドl!l.~を発見した(川辺.

観山.イ i".1:¥<岡立天文台入 l({i高，北村〈鹿児島大〉

S ・ストローム K ストローム <7 サチューセ

ッツ大» l[ 苅 l の電波強度 7- ;1 プに，我々から遠

ざかる成分( +0.8km/s) と近づく成分(ー O. 8km/s)

のガス分痛を 1l!:ねて示す。向成分は'I'心廷に対し

てそれぞれ凶lU I] と東側 l に主に分布している。この

分布は中心 )-1\ のまわりにケプラ一回転しているド l

悠をその赤 i直前 lに対して約 301 主傾いた方向から凡

ていると考えればうまく説明できる。さらに.ガ

ス円盤の質誌は太陽質慣の 1/10 以下であることも

明らかになった。

今l函l分解されたガス円然は.半径 100AU のチリ

内総や半径 36A U の原始太陽系相芸よリかなり大

きい。現仕の 10m 干渉言 l では半径 100AU 以下の II]

然を分解することも検出することも不可能である。

しかし，我々の計算結巣によると. 45m 望1M鋭を

用いればそのような小さなガス円盤も検出可能で

ある。 45m 鋭は ~1 l:H分解能は T捗言|に劣るが!盛

J1 の占では i盛れているからである。凶 2 に，半径

がlOOAU (実線)と 50AU( ドl 丸)の場合について，

原始;さ星系足芸ガスから l皮射される co のItt波強

皮肉計算似を示す。この mr は.太陽系起源請の

京f. 1\ モデ Jレに JJiづき， +p~射輸送まで巧 l置したもの

である。足立けか Jil 而の傾きは，今回発比した円盤

もそうて'あるが.検 rH 硲ヰニが h-~ も商い角度である

30Jit とした。|宝 12 に示されているダブルピークの

信号を有志に検出するためには， 45m 望遠鋭で汀

昧3011 寺 1~ 1f副主の観iII ll をすればよいのである。今後

は.原始惑 h~ 系星雲探公グループて二 45m 望遠鏡

で検出，可能ならばI! II 度に 10m 千渉計で分解とい

う実行体制で観 11\11を続けていくつもりである。

(きたむら・よしみ)

(注) IAU:1天文単位，約1. 5f.i!キロ〆ー|ル

17ー25'40" 0.020

ー
(凶)

n ハ l∞ AU

30'・
+0.8km!s

生国~ 0.015
』

20' 目 円 ;伊
ト 0.010

護主 1ト F L _¥50AU

+長 I 1、 入 0.005

10'・ ー
、ー 、 ト~
-0.8km!s 0.000

ー ー 10 -8-6-4-2 0 2 4 6 8 10

00" 税線速度 (km/s)

4h29m39s 38S 37S 図2 原始惑星系星雲から般射されるco輝線の

赤経 電波強度

図 1 GG-Tau星の周囲に発見されたガス円盤
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アイルランドへの短い旅

西国篤弘

ロノドンを tH た飛行機は40分もすると F降安勢

に入り， トリスタンがイゾノレデを伴って渡った海

峡を逆に越えてダプリンにX'i <。

空港でタクシーにのり rアイルランドは初め

てかねJ と!瑚かれて， うっかリ「イギリスには何

度も来たけれどアイルランドは初めて」と符えた

ら rわれわれはイギリス人みたいに陰気な民族

じゃない，もっと活発て"明るいんだが. 800.!J乙の I:E

政のおかげて'吾築さえ噂われてしまった」と早速

アイルランド魂を披樫される。市内の道路線識は

英語とアイルランド説の二ヵ国語で苦かれている。

ダプリンは 'i世争(第二次大戦のことである)の

被害を受けていないので，煉瓦づくりのこ陥建て

の古い家並が迎なっている。建物全体や扉を明る

い色のペンキで徐 I) .お化粧している家が目立つ。

こういう作りの家はお互いに文えあっているもの

と見え，一万の側の家がど自されたところで大きな

つっかい祢が倒れようとする培を懸命に支えてい

るのを見付けた。人々の背の尚さはあまり高くな

い。赤毛の女性が目立ち.さすがモーリン オハ

ラが血をひく土地であると納得する。

今度の会議は「太陽地球系科学シンポジウム」

でESA (ヨーロ y パ宇宙機構)とアイルランド・

アカデミーがJtfln. lAce (I孟 l際宇街科 i学研究

機関協議会)が後段している。 lAce の幹"*とし

て挨拶をかねて今後の共同研究の方針を話すこと

と，磁気闘の対話し運動についての総令議泌を行う

ことが，今回の私の役目である。

開催地は南部のキラーニーというところである。

日本と迷ってアイルランドは(イギリスもそうだ

が)平べったい品で一得高い山でも際高が 1038m

しかなし」その ill の麓の湖に而した風光明，";なホ

テルが会場である。ノド河地形なのて'稜線が厳しく

割l まれ. 1000m 位皮肉山とはいえ高山町風絡があ

る. {，氏いところの斜面には無数の斑内があって，

よく見るとこれがみんな羊である。

8

ンンポジウムは，地球や~:¥:!誌のプラズ?の研究

と太陽物理の研究との交流を前発にする狙いで，

磁場エネ Jレギーの蓄積とか.大規模な運動の発生

とか.銘力線の再結合とか，両hーの分野に共通す

る)，~礎的な過料を iii f止にしてセ y ションを組んで

いる。太陽と地球の話が交互に山てきてなかなか

而白い。

21:1同のパンクェ y 卜に地7じめ少女述が民族衣

装で出掛ll. 踊りを披成してくれる。タップ・ダ

ンスで，腕はぜんぜん使わない。タ y プというよ

り.ジャンプ ダンスと呼ぶ方が正篠かもしれな

い。足の形を変えながらジャンプを繰り返す，生

き生きした踊リである。

lAce は 1986年にハレ 琴星の観測が終わり太

陽地球系科学を協力分野に選んでから 6 年の fl札

毎年何年計画の話ばかりた'ったからマンネリにな

り.首席代表の方々もうんざりなさっている機子

だった。ょうやく今年のeEOTAl Lの打ち上げを

哨矢として各機関が衛星を打ち tげ，次回からは

内谷のある議論ができるようになる。 ESAは太陽

観測衛星SOBO と. 4 機の衛星群で敏気凶プラズ

7のミクロ梢造を観測する CLUSTER衛星を 1995

if.に打ち上げることになっており，今度のシンポ

ジウムはそれに先立って間制点の按思を行 7 とい

うな味あいをもっていた。

「ライアンの娘」のロケ地のほとんどl鳴という

所まで行きながら足をのばせなかったのが心残り

である。その代わり，キラーニーの町でこの映画

の美術に参加した~人の画廊をみつけ，のどかな

阻国風景が切り立った崖で梅に接しているアイル

ランドの西岸の風景を錨いた作品(シルクスクリ

ーン)を求めたのが収機だった。

(にしだ・あつひろ)



三益| ネットワークの話 (7)
コンビュータネットワーク III. キャンノてスネットワーク

LANの健銭形態(トポロジー}

卜の規絡が元になっている。 JOBASE5は，太い|司

軸ケーブルを用いる~気物理規格であるが，その

後，細めの同軸ケープノレを用いる 1011ASE2 や，

より線対を用いる 10BASE-l といった配線が容易

でコストの低い方式が追加された。その結採.パ

ソコンのネットワークにも広〈使われるようにな

ってきている。

FDDI

FDDI(FiberDistributedDataInterface)I~ ，

伝送速度が 100Mbps の光 7 ァイパを用いたトーク

ンリング方式の LAN である。 FDDl には， コンビ

ュータを直接接統することができるが.今のとこ

ろ.支線としてイ サネ y トなどのより伝送速度

の低い LAN を接続するキャンハスネ y トワークに

おける J ぐ y クボーンネ y トワークとして使われる

ことが多い。しかし，だんだんコンビュータを直

接接続し間像なと'の大景のデータを I均速に転送

するのに使われるようになるものと期待される。

キャンパスヰットワークの構成

ワ -7 ステーションやパソコンを接続する LAN

としては，今やイーサネ y トが主流て"あるが.あ

る f1 度以上の鋭校があるキャンパスでは.パ y ク

ポーノネ y トワ -7 として光 7 ァイパを用いた高

速LAN として設置し多数のイーサネ y トの支線

を束ねるという断層織成をとることが多い。

光7ァイパを用いた高速 LAN の中には.音声や

テレビ柄 ijj 象的伝送をサポートするものもある。~1!.

話交換機は，デジタノレ式のものが使われるよつに

なってきており，キャンノぐスネ y トワークと W; :tt

に|則 j!liするようになってきている。したが勺て.

キャンパスネットワークは.コンピュ -ji 凶伝の

みならず 1r ，rf やテレビ画像などさまざまな通信

の機能を提供する統合的なデジタル通信網として

設計することが求められてきている。

一宇宙研一訟方純

キャンノ fスヰットワーク

キャンパスネ y トワークは.大学や研究所等の

キャンパス内のコンビュータを判 lli に被続する。

キャンパスネ y トワ -7 では.通常.イーサネ y

ト( Etherne t)や FDDl などの LAN (Local

AreaNetwork) の技術が使われる.一つの方式

的LAN だけが使われるのではなく，イーサヰ y ト

と光ファイパ式の LAN といったように複数の }j 式

の LAN を純み介わせて使うことが多い。

LAN におけるメディアアクセス制御方式

イーサネットや FDDl などの }j 式の LAN では，

一本の同軸ケーブルや光 7 ァイパなどの伝活媒体

を時分割することによリ.多数のコンピュ タを

接絞することができる。媒体の時分割は，煤体に

すIするデータの送出を一定の取リ決めにしたがっ

て行うことにより実現される。このような取り決

めを.メディア(媒体)アクセス制御方式という。

代表的なメディアアクセス制御方式には， CSMA

lCD , トークンリング. トークンパスなどがある。

CSMA/CD(CarrierSenseMultipleAccess

withCollisionDetection) 方式は，パス型の接

続形態のネ y トワ クにおいて.データの送出が

競合しないようにキャリアを検知している 13J はデ

ータを送出しないようにするとともに， JJ ー衝突

が起きた場合の検知ができるという方式である。

CSM A/ CD 万式は，一つの附波数を用いて多数の

局の間でデータ通信を行うという，無線を利用し

たネットワークの検討の 'I' で考案された )j 式であ

る。データの送山の主主令を避けることは.通信 ji!J

半の I;IJ 上につながるが， 10J 帥ケ ブノレなどの媒休

上では，無線の場介と巣なり，キャリアおよび衝

突の検知を雌尖に行うことができる。

ト タンリング (Token Ring) 方式とトークン

パス (Token-passing Bus) }j 式は.どちらもデ

ータの i尋問 t品をあらわすトークンをノード附で ~Ij

に受け渡していくことによリデ 7のi差出が競合

しないようにする方式て'ある。ネ y トワークの接

続形態が jてなり， トークノリングがリング形式，

ト クンパスがパス形式て ωある。

イーサヰット

イ サネ y トは，同制 1ケーブルを9Jk体に用いた

伝送速度 10Mbps のCSMA/CDh 式の LAN である。

[I:: E£802.3 は， CSM A/ CD) ，式の LAN の標増税

俗であり. IEι£802.3. JOBAS£5 はイーサネ y

•••••パス型

仁三
リノグ型

-9 ー



ADVICEABOUTJAPANｷ"

JoanJohnson-Freese

We'vedecidedthatthebestadviceforsomeonecoming

toJapanforanextendedslayis(0throwawaytheirbooks

on “ Advice AboutJapan ," Readabout 由e countryand

culture 日目 t， thenjustcomewithanopenmind

Oursituationhe 問 h描出 en unique,buteveryone'sis,
叩d it's 血at umque前日出atmakeb<x>ksatx>u t 剖her p<珂 pie's

eXJXnencesIn可 levan t. EvenmystatusasaV凶iting Reｭ

50 恒'C hef atISASwasuniquesinceIamaPoliticalScientist,
notanengineerorphysicist.Comingwithmyeitht-year

oldson , JB ,andassistant 叩dback-upmotherJ(山ce Page

(wtiois 皿 American ， butlivesinGerm 四y) ，alsomadeus

a抑制ge familyunit.We 問ad extensivelyaboutwhatto

expectbefo 問 coming ， andfoundthat 由e autho 同 must

havebeenliving(morelikelyvisitingforaweekortwo)

inadiffe悶11 Japan 山田 us， becau担 most ofthe “同utions"

and“ what toexpects"turnedouttobe 田correct ， orat

leastnotinflexible

Having1Battendsch ∞I atKyowaElementaryalso

gaveusawindowtoJap 叩ese culturethatmanypeople

probablydon'thave ，加 d onethattaughtusmuch.We

thoughtJBwaskiddingwhenhetoldusheneededan

earthquakehood!WhenJBstartedshcool ,hedidn'tspeak

anyJapanese.HisteacherspokesomeEnglish 出ough ，

andwithinashorttimehewasintegratedinto 由e class.

speakingsimpleJap 朗自 e 叩d playingwi 出 his neighborｭ

h回dfriends.Forhiseigh 由 birthday. hisclassmatesmade

1000origamic悶n田.whichhisteacher 由en strungtoge 由er

withbeads.Having 田en 由e I(x)()Cranesmobilesattemples

andhavingbeentoldoftheirspecialme 叩ing ，thegiftwill

bet 問asured always

Wehadm叩y interestingexperiences-fromAsakusa

atNewYears.tothehotbathsatHakone.theKabuki. 叩d

theImperialPalaceon 出e Emperor'sbirthday, butthe
mostmemo 悶ble inovolvedgettingtoknowpeople.We

madem回y goodfriendsatISAS.whowentoutoftheir

waydailytomakeourexperien 田 in Japanrich.Being

invitedto 戸ople's homes(some 由In g 由eb ∞kssay NEVER

happens),goingon 凹回 gson 出ew 配kendstoge 由民 singing

attheK刷oke box. 田d justspendingtime 阻lking at

ISASpicnicsandp訓ies wasthebest.Andpeoplewho

befriend 吋 us extendedfrom 由eguar 由， whojoviallyd回目庇 l

由epi7..7..adeliveri 田 to ourLodgeapartment, to 出ebusdriver.

theCoopworke 民由 e Lodgemaids, thestudents.the
S出岡田 es ， theProfessors...totheBankofYokohama

managerwhowasconstantlyonthealerttohelpus.He

detenninedearlythatwewe 問畠 olO g to 陀.qul 問 spe 口al

assist 叩ceo After1openedmyaccount.hecalledour

apartmentashecouldn't 陀ad whatIintendedasmy “sec 陀t

number"formybankcard.JB 叩swe 問d thephoneand

whenhew描 asked forthe “時 C問t number"JBthoughtit

W出 a 目dio gameshow 田d beg 皿 guessing numbers

randomly ，出此 jng hecouldwinaprize 百e 回nkm四ager

wasof∞u四e thoroughlyconfused.Welaughedatm叩y

thingslikethat.whichhappenedoften , butwe 陀 always

cheerfully 問solved bysomeonewillingtohelpus

Professionally, IwaswarnedintheUSthatIw出
takingon 叩 impossible task.Hypothesizinginanearlier

bookthatalthoughinternationalcoo 開ratIOn onspa 目 pro­

jectswouldbecomeinc 問asingly attractivefromeconomic

加d technicalpe 四戸 ctives ， bUIinhibitedby politics 汀

coun 回es didn'Iunderstand 由eir potentialpartners'syslems

回d cons 町剖 nts better, I 臼me toJapanto 問S田町 h abook

onthedecision-makingpJ耳目 scan 田ming Japanesespa 田

policy.Manypeoplegavemeadv 悶 before ∞ming: mostly

由at Iwouldhavedifficultygetting 叩yone tospeakwith

me,andthatinfo 口nation givenwouldbelimited.Th剖 has

provedtobesimplyuntrue.Iam 問turning totheUS

facedwith 出e situationofhavingenoughmaterialfora

2000pagebook-whichwouldprobablytakeanothertwo

yearstofinish --Q r ∞mp 陀ssing thematerialinto3∞4∞

pages 四d gettingitoutquickly.Iwillprobablyoptfor

thelatter.

Overall , ourexperienceinJapanhasbeenonewhich
couldneverbe 問酔 ated ，andwhichwill田ver beforgotten

For 由at wewouldliketo 由四 k everyoneatISAS.
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